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ショ ッ ク 死 する こと も …・ 


フラ イト レベ ル が 最高 に な っ で も すぐ 
ゲー 02 の の 衣 に は な ら な い 。 間 題 は 、 
この 状態 で さら に 怖い 自 に 道 遇 する こ と 。 
する と 、 精神 的 に 耐え 切れ な く な っ た 主 
人 公 は ショ ッ ク 死 し て し まう の だ 計 メ ー 
ター 質 泊 : 間 05 た ら 慎重 に 行動 し よう 。 
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探索 編 で は 「 写 真 を 撮る 」「 録 音 を する 」 
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実行 すれ ば いい だ け だ 。 こ れ と いっ て 難 
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能 遇 の っ くい る 
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大 


と すべ て の 謎 は 解 
明 さ れる 。 だ と え き 
それ が 衰 し い 真 実 計 
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な ス SGE 撮影 な ら R 1 、 録音 な ら R 2 ボ 
タン を 押し て 実行 する 。 画面 に 幽 皿 が 見 
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た ら R 2 ボタン を それ ぞ れ 連打 すれ ば 、 


7 て い の 戦 利 品 は 入手 で きる ぞ 。 
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つう 場 * る 外 褒 カ 
- 所: の な ラ 


中 吉 
還 < 中 半端 で 後味 
目 の 悪い 終わ り 方 。 
| いちおう 次 の シナ 
リオ に は 進め る が 。 


いあ ヾ 


と 最 剖 の 最後 。 対 
か が 欄 牲 に な つ だ 
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を ノ ッ ク す る が 、 何 も 起き な い 。 する 
と チサト が 言う 。 『 あ た し 、 別 の 方 法 を 知 
っ て る よ 」 と 。 結局 チサト の 方 法 を 試 
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くる 。 階 殴 を 陸 り た り 、 教室 に 入っ て も 
意味 が な いこ と を 悟 きっ た 3 人 は 、 屋上 へ 
と 逃 りく 追い きめ られ た 3 人 に 女の子 
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Ar お あ 策 ちゃ ん 、 遂 ほ , の 記 こと も に お 
か っ ぱ の 女の子 が 背 後に 出現 | 


12 追い きめ られ だ ユカ リ だ ち に 、 ゆ つ 
ぐり と 近づい て こる ぞ 。 
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こつ ぞ り 泡 室 に 入り 、 誰 (に や 見つから な いさ 
に 、 鋼 を 浴 め る 。。 本 来 、 まね は な ら な 
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さら (に 旭 し いし 対 ち を か りす る よさ うに 、 ド トイ 


ン れい は な し * レ | に 
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の 生 中 、 条 本 の か の 入 細 が 出 て でき た らし い 」 
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舎 准 か ら 員 る 人 青い に 、 内 旋 を を 取ら れ 
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壊さ れ 、 周 題 の トイ し る 、 徐 く な つた 


三 東 放 池田 貴族 著 『 池 田 貴族 の じ 千 
(ご ま 書 房 ) よ り 


吉 通 信 j 


心 赴 写 真 量産 公園 \ コ 


この シナ リオ は 、 公園 で 鎖 繁 に 撮 昌 
され る 心 寺 写 真 の 謎 を 解く の が 目的 だ 。 
特に 引っ 掛か る 謎 は な い が 、 大 吉 エ ン デ 
ィング を 見 る に は ちょ っ と 強引 に 進ま な 
けれ ば な ら な い 場所 が い くつ か ある 。 ま 


し ん れい し ゃ 音 皇 誠信 信 


た 「 心 霊 写真 量産 公園 」 と タイ トル に あ 
る よう に 、 ゲ ー ム の な か で 写真 や 生 録 な 
どの 戦利 品 が 数 多く 獲得 財 で きる 。 コレ ク 
ター と し て は 、 上 手 に まわ っ て すべ て 集 
0 て お きた いと ころ る だ 。 


大 吉 キ ー ワ ー ド 


刑場 貴 


は 公園 探索 初日 し ガ 行 け な い の で 注意 し よう 。 
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第 1 の 噂 心霊 写真 量産 公 謀 
< 人 < 園 入り ら : 園 内 見 取り 図 半 歩 洪 : オ カル ト 究 家 


最初 に 公園 内 の 見 取り 図 を 見 て お く こ の 2 を 計 


と 。 見 れ ば 、 ミカ が 公園 に まつ わる 直 怖 研究 家 アラ マタ の 話 が 聞け る 。 
話 を し て くる 。 こ こ で 最後 まで ミ カ の 話 タ は 今 2 の に 生 すさ 


和 刻 蘭 に な い ぞ 。 mm7 anAmnー ーー マラ < 計 。』ArcN 
ne な 古い 地図 の ある 弟 : 地 名 


ご こみ に ざ 中 央 に 申 が 飛ん で いる と ころ が ある が 、 
MM る こ 避け る か 走れ ば 突破 で きる ぞ 。 そ の 先 に 
1 ゅ こつ 志 じゅ 
介 上 9 公 こ へ 。 ぁ る 地図 は 重要 。 確 認 し て お こう 。 
導 る の が 本 「 ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー 一 
くっ 8 と 9 せ (= 7-> 
へ まる つき び 対 訪 回 じ や な い ーー | か へ べ 橋 * 喜 - ナ 夏 
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で 生 だ " 青 ひん 


心霊 写真 が 頻繁 に 撮 影 され る ご いう 1 


公園 。 ま る で 彼 写 体 の 首 を 切る よ う 居 時 
る 赤い 光 と は 、 刑場 で 殺さ れ た 死 死者 の 女 
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念 が 写っ 7 ミ も の だ っ た の か 。 深夜 公園 
を 従 個 する 盲 由 目 の 老人 の 諾 も 判明 する 。 
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石段 を 上 ら ず に 帰っ て し まう と 、 結 選 

事件 は 解 決 で ODNS ド に な る 。 駐車 場 
に ぁ 社 仁 建 た な い の で 、 相 変 わ ら ず 心霊 


現象 は 発生 し 続け る 。 最後 まで 真実 の 分 
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ん で て しま リ と 、 上 か ら トラ ッ ク が 落ち て 
《 る 。 刑場 見 た あと で な ら 避 け て か わ 
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音楽 室 の MF 


お ん が くし つ し ゅ う ぼ つ 
この シナ リオ で は 音楽 室 に 出没 する と 准 き が < 
れい ちょ うさ れ 相 3M 
いう MF (フジ タマ ユミ ) の 霊 を 調査 す F ず 乗 #F 
、 も く て き M し と 
る の が 目的 。 い に の 
犬 吉 エ ン デ ィング に た どり 着く に は 人 日 現 ? な り 
M F と 奥野 先生 の 2 を 王手 に 説得 し な あり : (コロ ン の 人 ト 、 来 て る ・・・) 寺 の 
く て は な ら な い 。 と に か く MF と 奥野 先 に 上 6 
ぱ ゼ つ っ 3 
生 が 付き 合 っ て いた 、 と いう 事実 を いか さ * 果 > 


に 突き 止め る か が 最大 の ポイ ンド だ 。 且 全便 本 ぶさ けら 
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室 を 出 た と き に 自分 の エン ディ ング が 何 か が 分 か る 導 だ た 
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_ 頒 箇 電話: 説得 倒 : エ チル アル コー ル 
説得 も むなしく 暴走 し て し まっ た M F 。 電話 で の や り と り が 終わ っ た ら 、 気絶 


の せん せい けん し つ 〈《 す 


彼女 を 救う に は 、 恋 人 の 奥野 先生 を 呼び し た ミカ を 自覚 め さ せる た め 保 健 室 へ 朱 
出す し か な い 。 電話 の 応対 で こ の シナ リ を 取り に いく く 。 冷蔵庫 か ら エ チル アル コ 
オ の エン ディ ング が 決ま る と いっ て も 財 ー ル を 取れ ば や る こ と は 終わ り 。 ちな み 
言 で は な い 。 下 の チャ ー ト どおり に 話し に 凶 だ と ot 
か け よう 。 こ こ で は コマ ンド を 選ぶ 時 際 田 先生 に 見 つか 
が 決め られ て いる 。 っ て 終わ り だ 。 『 
正確 か つ 迅 速 に 選 と 奥野 先生 こと の 対 決 が 時 
oo を 。 終わ つっ だら 、 エ チル ア 


^: ター コイ ズ の パレ ッ タ 員 
0 の < ボケ ッ と し て いて は 6 ル な 見 つけ よう 。 


の NNN 大 吉 に は だ どり 着け な 


い 。 素 早 ご 選択 だ 。 ん 
ユカ リ と チサト が 音楽 室 に 戻っ て みる 

まこ に 和 Ne 
電話 で の 説 1 叶 が 功 を 奏し た らし い 。 

ここ まで きた も うめ で と は な い 。 普 


が くし つ 


楽 室 に 奥野 先生 を 残し て 家 へ と 帰ろ う 。 


な O 


0 
OO 
0 
AI 


AMF と ゆめ つこ り 話 し 合っ つて も ら お う 。 


エ 
新 。 奥 ル 奥 
呈 還 ア 獲 | 言 帰 
先 全 。 有 ル 和音 2 20 貞 
提 5 人 昭 コ ※ 了 生還 還 と 還 に き 
拉 手 | 遇 自 。 ま MM 6 
愉 人 ME 
る 
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誤 し い ビア ノ 


9 


の 前 する ユカ リ た 


ち 。 愛 し い 先生 を 音楽 室 に 呼び 出せ れ は 、 
真実 が 明か され る 。 


大 吉 エ ン デ ィング 


* ん わ きっ と く せい こう お ん が く 
電話 で の 説得 に 成功 すれ ば 、 音 楽 


室 に 奥野 先生 が 現れ る 。 ユカ リ た ち は こ 


な に 


こ で は 何 も 話 さ ず に 去っ て いく 。 
ーー 炎 の 上 普 び 和 宣 を 念 ね た ユカ リ た 
0 ち に 奥野 先生 は 言う 「 僕 は 自分 の 卑 村 
に 果 れ た 」 と 。 2 
市 げ 出 すこ ども で きま 、 た すら RAI 
_N Y」 を 弾い て いた と いう 。 そ そん な 奥野 
先生 に MT が 残し た 最後 評 は 肢 … 8 


KOWYesz し 2 


で ち 初 語 WE 
すま め る 日 5 
2 ば で 5 軸 % 
を て 下野 > 出 < 昌 
ヴ ご 分 先 * 来 困  : 昼 則 
レ . れ の. 生ま 事 : 同 明 8 oooec 
だ る 感 た ? を " 了 く 成っ を ぼ アノ の 人 IE 
の < 本 3 こ 淡 38EGR の Sie6RC て AD 
2 cc co 何で きき 次 が が ら 妃 マン 
あみ り リ 0 が 


に AL 


お ん が くじ ゅ ん ぴ び し つ 


ET 


ム ち よっ と 哀しい 


エン ディ ング が 待つ て いる ぞ 。 
中 吉 エ ン デ ィング 


で ん わ お うた い 


電話 の 応対 で 「 ミ カ の 状態 に つい て 語 
前 
音楽 室 に 奥野 先生 は 来る が 


ちゅ うき きち 


中 汗 エ ン ディ ング に な っ て し まう 。 し っ 
か M と 貴 相 を 知 た い の な が なめ 、 こ の 2 う 


コカ リ : ちく し ょ ー、 め や が っ た っ 日 


ん だ た ぐし 


の 選択 肢 は 必ず 
避け る こ SW 
電話 で 夫 れ て は い 


け な い 部 分 に 触れ て 
ピノ 素 号 吉 連 つ な 狗 。 


_ 臣 エ ン ディ ン ケ 


聞け 拉 れ た ミカ を 貞夫 て た 場合 ゃ 、 1 人 
yo 電 2 IN 人 で 学校 

ら 帰っ て し まう と 、 図 エン ディ ング に 
し し ょ っ の ロレ 


いち ど さい し ょ 
と が で き な い の で 、 も う 一 度 最初 か ら や 
に ニョ ニー ニー り 直 さ な く て は 
に な ら な い 。 
但 。 人 ほぼ けんじ つ で 
1 保健 室 を 出 て 際 田 
に CEVueo り 先生 が 出 て きた ら 、 
ガリ *( ま さか 図 エン ディ ング だ 。 


れい げん し ょ う た だ いえ き な ぞ 


和夫 が 多 時 す る 5 の ) 料 向 包 の に 
を 解明 する の が 目的 。 これ まで は 1 つの 利 敵 > 
寺 現 象 の 謎 を 追い か けれ ば よかっ た が 、 を する 
今回 の シナ リオ で は コミ カル な も の か ら ッ め 

背筋 が ゲッ と する よう な も の まで 、 いく も レ 
つも の 霊 現 象 が ユカ リ た ちの 眼前 で 起こ 沈 ?9 

き | 


る 。 と に か く 数 多 く の 写真 や 生 録 が 撮れ 


る の で 、 チ ャ ンス は 逃さ ず 東 逆 に 行動 し 2 
よう 。 ま た スト ー リ ー も 3 人 の 絆 が より 奇 き ゾ リ つ 
ふか 、、 現 % ブ プア 暗 8 
深まる も の に な っ て いる ぞ 。 象 % ソ リ な 
が ガ プ テ 駅 # 

起 * レ ィ で 

こと が の 

2 る る あ 寺 9 

| の プ * る や つ 際 9 

次 s て は 

々 sz 育 * 


店 還 公 衆 電話 


( 男 ) | ( 女 | 
第 3 の 貞 の 加 
A 普 段 は 1 番線 まで し か な い が 、 NF が 進 ま = お と 謎 の 番線 が 


し ゅ う げ ん 


出現 する 。 ご こま で これ れ ば 終わ り は 近い 。 
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介さ 由 一 届 と すさ 7A 


駅 中 B : も し か し て -・ー 


デー+ 下 世 況 


訳 ま で の 薄 : 間 語 
駅 に 行く まで の 道 で は ミ 2 寺山 
駅 に つい て の 情報 を 聞い て お こ kg 
で 供 の 半 の 電 議 を 商い て お け ば 
の で プー ー ム の 展開 が 楽に ぴる 。 興味 が あ 
れ ば アラ マタ に 電 話 も し て お こ う 。 


IO ノエ ンス 
改札 ロ に つい た ら 駅 員 が 帰る ま で 待て 
ば 、 男 チト イレ に 出る 曳 霊 の 噂 が 聞け る 。 
ちな み に フ ェ ン ス 越 え を 選ぶ と 、 スカ ー 
ト の まま よじ 登る ビジ ュ ア ル シ ー ン が 見 
られ る 。 そつ っ ち に 
興味 の ある 人 は 試 
し て みよ う 。 


4 入る 前 か ら 却 ろ し い 
詰 を 聞く こと に な る 。 
準備 は いい か I? 


今 外 も 、 出 た の か ? 


ム い ま ど ご き の 高 校生 は これ こら いや り ま つ せ へー。 


2 
2 | 
史 | 世 東上 
)_ 則 で 5 NO 
四 の 回 大 四国 で 較 ダ 自 改 団 
8 8 1 
屋 と ざ ド 0 ー 人 
店 


、 第 ヨ の 噂 最終 電車 
7 トイ レト イレ 


プリ 


ます | は 駅 員 の き 語 に あっ た トイ レ を チェ 


ッ グ 。 男女 どちら の トイ レ で も 写真 は 撮 
れる が 、 実際 に 霊 現象 を 思 で きる の は 
男性 用 だ け 。 撮影 し た ら 次 へ と 移動 だ 。 


戦利 品 (写真 ) じ 男子 トイ レ ・ 女 子 ト イレ 
まう よー ニ ゴ 


巡 鉛 橋 : 殺 訪 
・ 3 番線 へ と 続く 連絡 橋 。 ここ を 渡 


らく きょう 


前 に 第 模 の に ある 花 ビン を チェ 
ッ ク し て お こ う 。 連絡 橋 を 渡る と 女性 の 
幽 圭 に 遭遇 する 。 写真 を 撮影 し た ら チ 必 
ト の 制止 を 振り 切っ て 、 すか さ ず あと を 
追い か け よ ワウ 。 


し この 花 ビ ン ガ シ 
ナリ オ 後 半 へ の 伏 
線 に な つて いる 。 
場所 が わか り づら 


い が 、 必 ず 見 て お 
ぐ よ うに 。 


| 2 人 2 信 の 侍 は か な 


り 部 ろ し い 。 追い 
か ける の に も 此 気 
が いる が 、 三 カ は 
1 ガン ガン 進む 。 
戦利 品 ( 写 真 ) >: 連絡 橋 
連 
絡 和 
尋 ほ 婦 の 』 守 を 
本 音 子 連 音 碧 
園 ト 圏 短 罰 ト 斑 四 絡 里塚 目 い 
7 影 珍 本 影 か 
IO 0 II 
発 る 
見 


才 


IN 
169) 


2・3 汰 線 ホ ホーム: 死線 
女性 を 追い か け て や っ て きた 2 ・3 番 
線 ホ ー ム だ が 、 そこ に 人 影 は な か っ た 。 
思わ ず チ サト を 疑う ミカ だ が 、 次 の 時 間 
線路 に 落ち て し まう 。 向かっ て くる 電 


は ど ち ら で も いい か ら 示 時 く 避け る こ と 。 


pg コカ リ と チサト が 
ゲン カレ そう に な っ 
52 まつ 。 


蘭 コガ カリ: ちょ よ っ あの も Da1 
ーー・ チ サザ ト ヽ 燃 ろ う 
こん な パカ に つき あう 必要 な いよ 日 


の 危険 性 アリ 。 


上 り 門 : 親友 


ミ カ は 線路 に 落ち た こと で ユカ リ と ケ 
ンカ し て し まい 、 ホ ー ム に 1 人 で 残り 公 
ポ 放 の 人 に 肖 過 し て し まう 。 帰り 


うり ゅ う 


BLA っ Xp7 Cr りす る 。 再 
び 探 索 を 始め る と 、 そば 屋 に 出現 する 霊 


そう ぐう 


と の 遭遇 が ある 。 こ こ で は 号 真 か 生 録 の 
どちら か 上方 を 入手 で きる そ 。 戦利 品 コ 


レク ター は し っ 
がかり チェ ッ ク ル 
て お こう 。 
旧 < 号 真 を 撮れ ば その 
| 次 を 拝め る ぞ 。 
戦利 品 (写真 隊 お そば 屋 さ ん 
戦利 品 ( 生 録 )> そ ば の 音 
1 乱 録 ホ ー ム : オ ヤジ 


ば ん せん 


1 療 線 に 戻っ て くる と 、 向かい の ホー 
ム に オヤ ジ が 見 える 。 撮影 チャ ンス は 1 
回 だ け だ カ * ら 、 し っ か り 押 さえ よう 。 


道 を 歩く ユカ リ た ち は 、 こ こ で 駅 に 戻ら オ え な 
ヤ な ん ボ 
な いと 罰 エ ン デ ィング に な る 。 ジ い で ぞ | リ 
に 。 ? 隊 ミ ユ 
FPPRe9hPT MT 。 と そそ うり 
[ 飛 :、 と 策 > 命 % ヵ カ て ム 
び べ ベス い 名 * は い を 
9 こ の 上 す っ る や 上 ぁ 
2 フ | 箇 移 。 聞 * い 
し: PC2 上 0 ち 人 は し 寺 く 動 s こ と プ 
B: 無 林 、 無 視 ヽ 展 : に に 
しま * 戦利 品 (写真 ) じ コ 番 線 ホ ー ム 
e カ ーー 公 2 そ 1 
人 計 才 拓 9 年 
番 = 番 5 
2503 了 R 9 人 計 引 で 3 SS 5 
ホ マテ に ロ ホ 和 
| 放 E M W HB EE 
] 
| 人 本 


i 管 線 ホ ー ム : 子 特 
_ 1 番線 の 自動 販売 機 の 前 に 来る と 、 子 
供 の 霊 が 出現 する 。 連絡 橋 の 下 の 花 ピン 
を 見 つけ て いれ ば 、 ナナ ト が すべ て に 気 
づき 解決 し て くれ る 。 最初 に 子供 の 寺 が 
出現 し た と き が シャ ッ タ ー ー チ ャ ンス 。 コ 
レク ター は し っ か り 撮影 し よう 。 


コ 


に っ 4 


半 昭 財 皿 人 GUN て 世 き 中 ヤ 


ン 示 と 守 Ye CC 


(r 


s り )T 呈 潮 の で 代 
誠 計 と 豆 G 届 GS「J 人 TU は 9 


トコ 


W( 『? 


CE 
ぶさ 


さ 07A 字 。 改 蛋 ひき 記 対 葉 


戦利 品 (写真 ) じ 自動 販売 機 


涼 8 委 橋 < る 稚 線 


子供 の 署 供養 し た ら 、 連絡 構 に 向 か 
お う 。 する と 3 番線 まで し か な い 村 山 台 


駅 に 突如 4 革 線 ホー ム が 出現 。 す 人 の 
に 導 か れる よう に 、 ユ カリ た ち は ホ ー 
和夫 
人 そこ に あ 
NE 半 二 〒 ろ る の は 。 
8 SMl < 駅 の ホー ム が い 
| 。 上 さ な り 増え る な ん 
て こと が |I? 
- 還 
オ 販 
ヤ 様 | 
に に 人 
の 身 連 半 
ROOT 
。 ム 
詞 自 
撃 枝 


_ 第 3 の 噂 最終 電車 


4 朱 縮 ホ ー ム : 雲 電 
薄 も や に 包ま れ た 4 番線 の 時 刻 表 に は 


ゆう や み が 


「 夕 閣 ヶ 丘 行 き さ 」 と 書か れ て いた 。 さ ら に 
背後 か らい き な り 駅 員 が 登場 電 が や 

っ う てく る と 告げ る 。 し ば ら く する と 、 

に や ら 怪 し い 机 の 才 が 拉 この 
電車 に は ミ カ が 乗り た が る が 、 それ を 許 
可 し て は だ め め 。 こ の 電車 に は 乗ら ず に 駅 
員 の 写真 を 撮っ て し まえ ば 、 こ の シナ リ 
オ で や る こ と は すべ て 終わ り だ 。 


と コカ リ た ち が 便 識 府 

い だ こ と も な いよ 

うな 地名 「 ダ 剛 ヶ 衣 CSE つ Se 

丘 ,。 い つた い ど こ っ カリ ク N2 he // の の 
へ 連れ て いか れる ONmxegg22 


の ガ 。 


バ に 1 


ム 抄 所 計 な 泊 の 全 賞 を 撮っ つて お こう 。 


二 利 司 (5 貞 ) じ 4 番 弧 ホー ムタ 半生 


駅 
員 四 還 
LETL_F 
山 着 
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か な むら や まだ いえ き 


衰 し い 事故 が 数 多く 起こ っ た 村山 台 駅 。 


か い 


の の し て 集 ま っ た 入 々 の 思い が 、 駅 に 怪 


げん し ょ う だ 


現象 を 多発 させ る きっ か け と な っ た 。 そ 


げん いん つ 


0 ou 4 療 線 に 到着 


そん ざい か くに ん 


電車 の 存在 を 確認 する こ と 


ば ん せん さい し ゅ う で ん し ゃ 


4 生 線 に や っ て きた 時 旨 還 を 見 和 る 
Ca 3 人 は 村山 台 駅 の 先 に ある 墓場 に 立 
0 と に 気づく 。 

こ で 撮っ た 写真 を 現像 し て みる 

、「 少 間 ヶ 和 き 」 の 電車 に 乗り 込む た 
<SA の 介 の gd ee 

を 乗せ て 、 あの 電車 は どこ へ 行 っ た の 4 
党 ー - ス を 買っ て あげ た 子供 の 霊 が 安 


い ゆい の 


か な 眠り に つい た こと を 祈 ろう 。 


ム 大 小さ ま ざ ま な 霊 が 電車 に 乗り 込 も うと し て いる 。 


^ ム 駅 に は 突 に さま 
ざま な 人 の 央 い が 込め られ て いる の が 分 か る 。 


8 


、 中 吉 エ ンジ ティング 


人 中 で 銀 雪 を や め て 、 光る と を 潤 ん 
で し まう と 中 吉 エ ン デ ィング と な る 。 さ 
ら に この シナ リオ で は 、 心 寺 写 真 を 撮ら 
な か っ た 場合 と 、 1 枚 も 写っ て いな か っ 
た 場合 で 内 容 が 異な る 。 異 味 の あ る 人 は 
それぞれ 試し て 
の 上 着 
> 1 枚 も 撮ら な い の 
は 狙わ な いと で き な 
い ハ ズ だ 。 


で ウマ や が SS の KS タ ンー いい RIN も KEO 2 


引 エ ン テ ィ ン グ 「 


かこ Po 5982 SR RES 3 


ミカ を ホー ム に 置い て その まま 帰っ て 
し まっ た 場合 と 、 4 番線 ホー ム に や っ て 
路 車 ミカ を 乗せ て し まっ た 場合 は 
図 エン ディ ング に な る 。 ミカ の 行動 さえ 
押さ えれ ば 、 それ ほど 欠 エ ン デ ィング に 
な る 可 邊 性 は な 
EN だ の 98 
くど ん な に 乗り た が 
つて も 、 決 し て 乗せ 
て は いけ ませ みん | 
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この シナ リオ で は 幸 め て 時 利根 が っ 計 が も 3 

く 。 すべ て の 不思議 を 確認 し 、 な お か つ レ い = ? 
40 分 以内 に 回 ら みな いと いけ な い の だ 。 加 て に ら も 
れ が クリ ア で き な い と 大吉 エン ディ ング い 学 % い レ 
に は た どり 着け な い 。 要する に 無駄 な 移 の 
動 は 極力 避け て 、 素 早く 校内 の 七 不思議 ( うに は 
思 し の 


を チェ ッ ク し て いく し か な い 。 


見 て いく 順番 は バラ バラ で も いい が 、 
まわ 避 。# さ ぞ 
効率 よ く 見 る に は 真相 チャ ー ト の 順に 回 和 員 
9 く の が ベス ト 。 2 と 

上 る の 間 ユカ ガリ: 全然 Ao 

好奇 心 | 1 隊 器 

2 人 人 Z そ 
EE に れ 


第 4 の 中 の 胡 人 
広大 な 校 苦 を 行き 来 し て 、 セ 不 思 識 の 原因 を 突き 止め て 行か な けれ ば g。 
0 マッ プ の 構成 を し つか り 把 握 し て お こう 。 


2 お ご 


デー+ や 有 湯 


生物 準備 室 *: 振 動 
まず 最初 は 生物 準備 室 。 こ こ に ある 骨 


か く 0 ひ ょ う 


格 標 本 は 、 決 まっ た 時 間 に な る と 動き 出 
す と いう 。 自分 が 死ん だ こと を 自覚 で き 
な い 霊 が 、 肉 体 を 捜す た め に 標本 を 操っ 
て いる と いう の だ が が Ge o 
確か に 標本 の 前 で 待っ て いる と 、 地 響 
き と と も に 標本 が 動き 出す 。 だ カ *、 ここ 
で チサト の 言葉 に 従っ て 地下 へ と 降り て 
の よう 。 する と 爆発 し そう な 状態 の ポイ 
グー ※※ 島 る と が で きる 。 標本 を 動か し 
て いた 犯人 は こ れれ だ 。 


2 折 


図書 室 : 税 め 事 


居室 ぼ で は 幽 寺 話し 声 が 聞こ えて く 
る らし い 。 し か も 笑 を い 声 や 苦痛 に うめ く 
声 な ど 、 じつに さま さま 。 深夜 の 図書 室 
に どん な 喚 寺 が で る の だ ろう か ? 

図書 室 ほ の 奥 で な に や ら 話 し 声 が する の 
で 行っ て みる と 、 そこ に は 教師 の 田村 と 
新倉 が いた 。 皿 を 潜め て 話 を 聞い て みる 
の どう や ら ホ モ の 別れ 話 ら し い 。 だ が 


て れ は ユカ リ た ちの 早 と ち り で 、 さ ら に 
話 を 聞く と 、 実は 麻雀 を する た め に 集 ま 
が 分 か る 


っ て いた の 


と 人 の 魂 を 琴 う だ 
め に 夜な夜な 動き 
出す と いう 臣 だ が 5 


ある 陸 間 に な る と ? 

入 知 れず 動き 出す #f | 

自分 が 死ん だ と と を 自 向 で き な 

肉体 を 探 む だ め に 様 本 を 拘 う ) で る ん で す 


こい つの 所 午 - ・ 
な め て 28 生 吉 


ム 舌 際 に 勤 か し て いた の は この ボイラ ー だ つ 左 。 


コ 思 ・ 2 
6 
瑞生 上 足 選 呈 
膨 午 岬 
6 
ひき 昌 計 剛 避 


と し ょ し つ 


12 図書 室 か ら 聞こ 
える 苗 の 話し 声 と 
は 本 当 に 幽霊 や 


深 府 、 図 書 宰 に 行く と 

部 展 の か ら 了 密 の 話し 声 が 
同 こ える そう で すず 

それ も 何人 か の わ め く 声 ・・・ マ 


・ こ いつ ら だ け は ) 
ミカ : ( 委 、 持 た せる だ け で 持た せ て 
ーー・ こ れ が オチ ー! マ 


ユカ ガリ: (・ 


ム 拉 実 は 麻雀 し て いる 数 師 だ ちの 会 話 だ つた の だ 。 


イ 章 
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| 室 思 
2 る 
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新 校 佑 の 星 上 へ と 続く 階 符 か ら 落 ち て 
死ん だ 生徒 が いた と いう 。 

哀しい 事件 の あと 、 それ まで 12 段 し か 
な か っ た 階段 が 、 真夜 中 に な る と な ぜ か 
1 自 増え て 13 段 に な る と いう 。 

噂 の 真竹 を 確か め る べく や っ て きた ユ 

カリ た ち 。 こ こ で ( 誰が 階段 を 数 えて も 
問題 ( 3 しり 。 な ぜ な ら 、 階段 は 必ず 13 自 
ある か ら だ ! この 階 1 は 真夜 中 に な る 
と 増え る の で は な く 、 昼 昼間 数 えて も し っ 


か り 13 段 な の だ ! 


y 応 衣 レ し 事故 の せ 
し いで 3 現象 が 起こ 層 そし て 、 階 段 が 13 帳 に な っ た と き 

そこ で 死ん だ 男子 生徒 の 幽 境 が ・・ 
全身 咽 み どろ で 、 ザ ン ビ の 様 な 姿 で 
階 陸 と 数 えて し まっ た 者 だ 向かっ て くる の 


昌 半 


W 
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ユ ガ リ ・・ 1 = 
5 
な ー ん て 、 言 わな いよ ね え ・・・? 


の eu CE 


ム ミ カ の 大 ボケ で あっ さり 決着 が つこ 。 


的 。 隊 
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| 年 
SR や 


30 


_ 美鈴 準備 室 室 : た 玉 旨 像 


石 
人 居 先 f 
上 ョ 中 壊 


ユ > 仁 


美術 室 に は 石 前 の 胸像 が あ ま り に 多 上 
ある 。 それ は こ の 学校 に や っ て きた 美術 


の 先生 が 、 過去 に 犯し た 人 の 証拠 を 則 
す た め 、 殺し た 人 間 の 8 頭 部 を 石 環 で 塗り 


箇 ゅ て いる の だ と いう が 了 | Ju 
美術 準備 室 を 探索 し て いる と 、 . 美 術 孝 
師 が や っ て くる 。 物陰 に 隠れ て 彼 を や り 
すこ したら 、 棚 を 調べ て みよ う 。 ミ カ の 
大 胆 な 行動 で 、 彼 が 美術 室 の 石 至 像 に 隠 
し て いた も の ( 実 お金 ) を 見 つけ る こ 


と が で きる は ほ は ず だ 。 


役 見 る 胸像 は だ 
だ で さ え 無 気味 に 


美 箱 準 化 空 に ある 数 体 の 石 育 稼 
実は さそ の 中 に 本 物 の 頭 閉 骨 が 
埋め 込ま れ た も の が ある ん iC で す マ 


この 上 CA だ 
だ さ ー・・・ 半 わ ター 


4 意外 と コツ コツ 貯め る タイプ な の ね 。 


ジレ ハブ "人 8 


人 に 殺さ れ た 獲 は 、 恨 み を 晴らす た め 
その 7 代 まで 媒 る と いう 。 負 攻 に ぁ 
る プレ ハブ 小屋 に 6 ロッ カー ー の な か に 
y め ら れ て 朽ち 果て た 猫 の 死骸 が あ 

、 夜 な 夜 な 鳴く と いう 。 

1 較 2 ロ ッ カー に B 考 めか っ て いる 。 
プレ ハブ の な か の も う 一 つの ロッ カー か 
ら ド ライ バー を 見 つけ だ すか 、 外 に 出 て 


鍵 を 見 つけ れ ば 開 よこ と が "で きる ぞ 。 
ちな み に な か に は キャ ッ の ド が 。 . そ 
りゃ 猫 も 集まる わ 。 


し 引き裂か れ だ 獲 
の カッ ブル 。 ・ これ 
は 崇 り そう な 話 だ 。 


A 誰 か 猫 好き の 人 が いる ん だ ろう ね ……。 


に 
ン 
ブ バ 獲 
4 由記 
プ 見 塊 
9 
| 
る 


0 PR 


。 校 廃 : : 走 る の は 9 


イン ター ハイ に 出る こ と な く 死 ん だ 際 


上 部 員 の 霊 が 、 夜 に な る と 休む こ と な く 


の の ク を 駆け 続 続け る と いう 最後 の 不 思 
議 だ 。40 分 以内 に ここ まで の 不思議 を す 


べ て チェ ッ ク し て いれ ! ば 、 こ の 怪 現 象 は 


誰 で も 見 る こ と が で きる ぞ 。 


けっ きょく 


1 結局 、 ド マツ ッ ク を 走り ぬ ( ける の は 


りく じょう が いん 


陸上 部 員 の 霊 で も な けれ ば 、 犬 で も な い 。 


この みや きん じ ろう 


誰 も が 予想 だ に し な か っ た 、 二宮 金次郎 


の 石像 だ っ た 最後 の 最後 に 凄い 反 現 
象 が 待っ て いた の だ 

e まあ 、 あ り が ち 

と いえ ば あり が ち 

な 鳴 で は ある 。 


ET 
ム 彼 が 自 の 前 を 走る の は 一 瞬 。 目 を そら す な ! 


陸 
上 
部 
の 
怪 
を 
自 
国 
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ひな し ろ こ うこ う つた な な ふ 


敵 城 高校 に 伝 わ る ろ し い 七 不 思 議 。 


ご ぜん れい じ か い め い 


すべ て の 不思議 を 午前 堆 時 まで に 解明 し 
な けれ ば 、 探索 者 自身 に も 呪い が か か っ 
て し まう と いう 。 さ て 、 こ の 中 の 真 偽 の 
ほど は 結局 どう だ っ た の か ? 


大 吉 エ ン デ ィング 


、。 JMA 


だ いき うう 


ア す れ ば 大 吉 エ ン ディ ング に な る 。 校 
まん 昌 つ て みれ は 、 は と お の 不思議 が 
デマ だ っ た こと を 確 で きた わけ だ 。 し 


【 必 DS う て い の ば し りく じょう ぶ 
か し 最後 の 最後 校庭 を 突っ 走る 陸上 部 


具 の 幽 吉 だ ご こけ は 、 あ な が ち ウ ソノ で な いこ 


だ いき ち 素 な けむり 


と が 大 吉 エ ン デ ィング て で 判明 する 。 砂 煙 


こう で い に の みや きん 


を 上 げ て 校庭 を 赴 る の は 、 な ん と 人 


ろう せき ぞう 


火 郎 の 石像 。 ee リ も 驚く Ia 


ム あ まり に も 予想 外 の 展開 に みん な ボー 然 。 


.^ 最 後 の 不 皿 議 を 
見 終わ っ だ あと の 脱力 感 び な ん と も いい 。 


こっ: アタ エ ウー デー トン ひみ 52d5ak に ユビ だ すてき Amo な て て コニー テー で ペー っ 生 こ の に mr で 


中 震 エ ン テ ディ ング 。 


お つっ で spcJc う CS て ac CO フフ RCZESDTSS テ SCe2 さ 43 その の で SOC 大作 3gvxcc 人 CSV ooo 


ん な い 


時 間 内 に 不 思 議 を 探索 で き な か っ た が 、 


か い め い 


解明 で き て いな い 不 思 議 が ある 場合 に は 
七 不 思 議 の 呪い が 発動 する 。 ここ を クリ 
ア 結 計 すべ て の 選択 を ミ ES 
させ る し か な い 。 介し 
で - 柚 業 還 ング 

に な 時 
> すべ て の 不思議 を 
レン 人 


の RSE なさ 


ィング 


TSN や SS 


や 林 下 識 の い が 傾動 する 案件 は 、 ー 


吉 の エン ディ ング と 完全 に 同じ 。 呪い を 


回 避 す る た め の 、 ur の カ 以外 
の 誰か が 答え 0 、 残念 が ら 較 | 
ミン ーッ 2 tt ま 1。 押 
見 る 必要 は な い 

SO 
< ここ で ミカ 以外 が 
答え る と ……。 着 断 


じん ちょ う 


は 蛋 重 に 。 


た ん さく へ ん さ 


上 最後 の シナ リオ は 、 究明 編 へ と 


室 > し カカ < 

つなげ る た め の 予 告 編 の よ の な も の 。 移 誠人 し し 初 
動 する 場面 や 、 コマ ンド を 選択 する 場面 LN 守 
4 途中 で 行き 止ま り に な る よう 導 あ こ ま 
こと は な いい o ミ ガ : と する と 、 何 ? 浴 の ユー カン 日 記 ?2 よ 3 

ちょ ー が くさ 日 る 生 穫 身 。 

この 豊 は Y 明 編 の 「 雅 代 の 杜 」 で も 見 義 し 
る こと が で きる か が 、 完 明 編 の は あく まで 書 : "人 バ 


ダイ ジェ スト 。 こ の 「 も う ひ と つの 噂 」 視 し を よ シ 
の ほう が 、 ミ カ と S・ の 机上 通信 は 細 て 全局 
か く 描写 され て いる ぞ 。 ま * ま あ 
うだ ず ざま 
: が チ の 

(aa eg 了 の ミカ ・ な ん か 普通 じ いん で す よ 1 

机上 通信 | 

Sa は 警 入 
無 e 告 : れ 


教室 : 興 味 


ミカ と クラ ス メ ー ト 奥 で 貞 この 和 析 上 通信 を 単 洋 ユカ リ と チサト に 


し な つ 


つけ た 机 。 そ こ に は 蘭 懐 か し い 「 机 上 通 報告 する ミカ 。 諾 題 は 文通 相手 の S・ - 
wae に な る が 、 情 報 が 少な く て 誰 と は 断定 で 
の か され て 、 か ら か い 半 分 で メ ッ セ ー きず に 終わ っ て し まう 。 
を 残し た S・ に 財 を いて し まう _ 図書 室 : 会 話 
し ば らく し て 図書 室 回 行 ある と 、 も ee 
っ か り と 返事 が 書い て あっ た 9e1n0 8 机上 で の 会 ミ 話 は か な り 食い 違っ て いる 
よう に 見 える が 、 な か な か 楽し そう だ 。 
ここ で は どの コマ ンド を 選ん で も いい の 
で 自分 で 好き 勝手 に 机上 通 箇 信 し よう 。 


し か だ た ゅ ぁ 
い が ガ 文 * お 
か る 書 5% 
も が 父 ぅ い 
あめ た し 、1-D の 周 井 ミカ で す Wa 
よろ し く て な つう 続 3 己 = ' Se 
め た し 、 こ ゆー の は じ め て な の 失明 4: 各 】 - の か ら Bu 科 ち め 謗 の 佑 め まし た 
やさし くし て ね 党 の 蘭 E 議 リフ トリ ウム を 舞台 に じ た 
RTR 1 も 間 * 兼 ぁ 悲し い 窟 の お 話 で す 
A ム すべ て は この 何気ない 返事 か ら 始 まつ だ 。 楽 2 は ね 86000 


う 人 4 


定 *0 副 
_ 中 廃 : 時 東 
じ ょ 
直 な 反応 に 、 徐 々 に 


相手 の あま り に 素直 何々 に 
人 カ 。 こ ん な 女子 高生 
この 時 代 に いる わけ な い 。 だ が 、 ユ カ 


0 笑わ れる だ け だ っ た 。 
図書 室 : 恐 民 


_ 机上 通信 も 10 回 を 超え る ころ に な る と 
秋 化 が 現れ る 。 文 通 相 手 の S・H の 文通 
が お か し く な っ て くる の だ 。「 も うす で ぐ 較 
く へ 行く 」、「 死 な な きゃ な ら な い 」、「 ミ 
カ ち ゃ ん と 会 いた い 」 な ど 回 を 追う ご と 
に エス カレ ー ト し て いく 。 さ す が に 怖く 
な っ た る カ 


p 束 の 通 を 中 止 する が NM o 


りう で 


び マ 


Oi 


MgW へ 
Iv2 


HE 


1 


で も あめ た し ・・・ 

も う 友 事 を 書け な い が や じ れ な い ・・・ 
も し か する と 

も う 会 えな く な る か も し れ ま せん ・・・ 


き へ 
か 


。 エ TdN8+dS 罰 S は lO 
仙 吸 対 の 人 で 協 評 癌 各 


ご 


記 


(本 は 力 。 間 O き ざ 0WT 
「 と 周 ご 聞 J 間 病人 り ン 


AA と 


9 で RNN 叶 S「JON9HA 


ヾ め 注 す 
ち : 5 うこ れ 以 上 つき お め な いい 


ド 


で は 98)9HC て JO) 


も う ひ と つの 噂 


図書 室 :90 年 交 
RFP 
と と も に 図書 室 : 室 を 入 れ る 。 そこ で ミカ の 
文通 相手 が 、 30 年 前 に 死ん だ 「 ヒ メ 


の グ ウ ョ どい の りこ と が 判明 する 。 
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ミ ミ カ は 裏山 に いる と 突き 止め た ユカ リ 
と チ サ ト 。 大 急ぎ で 駆け つけ る 内 そこ 


に は 軍 に 浮か ぶ ミ カ の 次 が 。 て し て 2 人 人 


の 目 の 前 で 光 と と も に ミカ が 消え た ! 


ム 光 に 包ま れる ミカ 。 い つ だ い 何 が !? 


多 明 編 の 予告 編 も 見 られ る !| 6 

ミカ が 虚空 E に 消え て し まい 、 , ユカ リ と 
チサト の 叫び が 空 E に むなしく 敗 き 、 スタ 
ッ フ ロー ル の あと に 完 明 編 の 予告 編 を 見 
る こ と が で きる 。 ま る で 映画 の 予告 編 の よ 
うに 、 ア ッ プ テン ポ な カ 、 の ト の 連続 で 展 
開 す る 映像 に 究 P 明 編 へ の 期待 は 高まる 。 


と メス (7 


wc My 


ン 半 は , 則 護 鞭 員 人 


ゞ さい 


sNOQ 靖 隊 は ビーツ 


OO 
9』| 


( 9 ' で が で ジジ イ 」 と 呼ば 


OUG20706055 


近所 の 曲 密 屋 交 


| 学校 の 妨 、 写 すれ が に 、 玉 半 江 ? 人 働 と 
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の 


っ の この 家 の 入り ら に 、 療 

区 こけ た 直人 Kg C ベ > (0 「 お 3 < ンマ お し Y で 、 
と / 
ま ! に 近 り 定 の の < 入る と いこ ご ヽ 
られ な の PC しき は . 二 まで 
「 そん な 噂 が 広 まつ て で てい だ 。 クラ ス の 親 新 商 
で 、 必 圭 じ ギ ー ト を 先 表 し で で いた 私 は 、 その 
Ce い の 老 入 の 

を し な し ゆめ け | に は い ②' な が っ ら た こ o と 

- 当 人 、 2 癌 公園 は も 
入り 禁 禁 直 域 を され て いた 。 胸 大 が 天草 < 祭 
楽 2 に 除 っ た か ら 

事実 天 、 同級 生 が 灯 害 に < 壮 つ た 。 2 で 水落 
人 園 に 遊び に 来 て い し た だ どこ つの 、 昧 大 が 人 葉 まっ 

て ぎ だ 。 12J8 誠 玩 遂げ で 、: (レン ルン 
721| - 益 っ た が 、 うと ルク) 1 スリ は 肖 ( げ 遅れ た 。 : 抄 残 
し CSU に ジャ ング ル ジ ム の すぐ 御 で SN 印 の 時 
犬 - か x さ れ た 。 ジャ ング ル し ジム の 上 から 
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その 様子 を 見 て で ん の = 了 か っ た 1 入る 、 本 69 


月 入院 の の ち 、 引っ 越し て て 
れ 以 来 大 欠 り が 1 われ 、 補 


ショ ヨック の 
5 計っ (て 


鈴 の 野犬 は 向 多 さ れ た 
2 そん な は 仙 結 の 全 き 
し て て や 、 〔 \ ま た 、 立 
の 。 介 も な く て る 叶い 


- 処 念 され この 


2 止 を な つて い 


、 恐 席 さ り 、 記 震 


いて 


所 人 り 全 と ( つた 角 


チ 欠 さす る 。 言 わ ひ る ま , 
の う 二 度 と 中 
* 残っ て て いう 


論 食 の 3 寺 選 の ほう 3 り 、 准 入 の 人 ダ き を 3! 
き 泊 か て 、 空 き w へ と 分 つた 。 0 

入り 8 は れ ら し き 老 入 ど だ ころ か 、 論 も 
いな いい 中 | シャ 急 曽 だ と いう の こ . ( さ 
す が ( に 設 ( は 押 理 だ っ た ) 薄 巡 い * いた る 所 に 
9 呈 の 集 が あり 、 持ち 量 い に 


6 し 6 レ だ 8 条 か が 汐 れ る 若 が し た 。 その 合 


に ビビ ピッ た 往信 2 が 肖 け 呈し た 半 物 店 に 
の (は 、 "私 を 合 め 、 2 入 だ ミ け と な っ つ 
た 。: さ ら ! に 奥 | <: 準 ん だ 。 と | は い ズ 、 アン 平屋 の 2 


DK すぐ に 藤 だ 。 奥 | = の お の SN. 大 っ て に 
穴 が 空い * て いる の を 発見 し た 。 近 づ て みた 。 
1 更 敵 、 

償 は 計 培 だ と 


交 疹 の うめ 5 き 志 が 聞こ えた ワ 衝 だ け で な 
く 、 一 氏 に いた す 信 る 韻 い た 。 欠 ( こ ぶた 
る の が 売っ た 。 2 大病 を きわ せる と と 、 一 九 
に 、 水 げ ぬ し た 。 お し" で お し いで ジジ ジイ 」 は い 
な か つた が うめ 美 は 秋 の りこ 開 こ る た 。. 識 
の 模様 は 礎 新 彰 [人 培 し た 。 


デ れ (か ら 20 年 、 OO 2 を の と き と 、 
沼 と こと を や っ て いる ( 信 事 を し て )。 あの 空 


き 張 は 、 パラ しり) し フー ルド = の 入り っ だ っ た の 


\ い 線 ガ 90 価 の 


寺 この 着目 、 彼女 は 原因 不明 の 病気 で 入 陸 。 
< 行 中 の 車 の 中 か ら 女 性 が 撮影 し た 写真 。 額 に 
白い 三角 頭巾 、 首 に は ロー プ を 巻い て いる 。 


首 に | 


写真 ! ゲ 池田 貴族 著 『 池 田 貴族 の 心霊 通信 」 
- (ご ま 書 房 ) よ り 


氏 代 の 杜 


こ の シナ リオ で は 、 メ カガミ クラ に 


い な か い きゅう しゅう 


異 世界 へ と 連れ て いか れ た ミカ を 救出 す 
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る の が 最 大 の 目的 。 大 吉 エ ン デ ィング を 
見 る に は 、 さ ミカ を いか に 説 f 叶 す る か と し 


じゅ う よ う 


う 部 分 が 重要 だ 。 ま た 、 マ ッ プ の つなが 
り 方 に も 無限 ルー - プ が あっ た り と 、 移動 
に 関し て か な り : 意地 悪 に な っ て いる 。 


じょう ほう 


雑 代 の 杜 へ と 旅立つ 前 に 、 い か に 情報 


の St 
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だ いき ち つ 呈 と 

を 集め られ る か が 、 ス ムー ズ に 大 吉 エ ン 8 くう 
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第 5 の 噂 の 奏 宮 


殺 代 の 桂 
MAP 


A 押 限 ルー プ の 道 は いく ら 右 へ 進ん で も 進展 は な い 。 チサト が 気 付い だ 
ら す ご 引き 返 そ う 。 ふ こく ろう の 森 は 法師 に 話 を つけ れ ば 水辺 へ 行け る 。 


1 に ) 


デー や 李 活 


_ 図書 室 : 消 失 の 謎 
ユカ リ た ち が ま ず 最 初 に や る こ ど は も 
メガ ミサ クラ に つい て 調べ る こと 。 こ れ 
は 図書 室 の 一 番 左 の 本 棚 に ある 卒業 名 簿 
を 見 れ ば いい 。 ビ メ ガミ サク ラ に 何 が 起 
こっ た の か を 知る に は 、 一 番 右 の 棚 の 毎 
朝 新聞 線 刷 版 を 読む 。 ヒメ ガミ サク ラ に 
Vo 放す お あと は 下 の チ 


! 人 ト の 順に - 本 を 読ん で し いけ ば 問題 な い 。 
図書 室 を 出 て お 内 裏 川 に 向かお う 。 


「・・・ 異 界 へ の 玩 界 を 越え る た め の 
手段 と し で 一 


ee 782 還 ーー 1] 革 
] in ろ の も 


eo 


7 
7 


ん か し 


ム 『 異 界 へ の 旅 。 を 読ん で お け ば 展開 が 楽に な る 。 


第 の 噂 雛 代 の 杜 
。 お 内 裏 川 :3 異 界 へ 


に ーー ニン OCZCr の SC の CC GOO の SYO の YKmCREProooKr だ の 


川 を さか の ぼる こ で 、 異人 界 へ と 挨 拉 
で きる こと を 発見 し た ユカ リ た ち > 守 罰 
が いる と 忌 われ る 雛 代 の 杜 へ 行 ぐだ だめ 人 ほ ! 


だ い り が わ 


お 内 裏 川 を 逆行 し て いく 。 


や が 
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に 
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へ ささ 


ws JOY 
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の 紀 三 半 91 人 HOU すす 


に トコ 
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Mr 
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Seecs こ ーッ = 


- 享 償 の 柱 ・ サ クラ と ミ 
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< ンー ンー デン ーー ンプ ーー ニニ ニン ニク ーー テア ンー ご こつ 
いっ ぽう し ょ 


一 方 、 ネ 聞 議 な 力 で 絆 代 の 社 に 内 
され た ミカ は 、 机上 通信 の 相手 で ある ヒ 
シン サク ラ と 対面 し て いた 。 ま だ ミカ 
は 自分 が ど どう いう 状況 に いる か を 把握 で 
き て いな い 。 その せい で 、 ヒメ ガミ サク 
ラ の 時 代 を 感じ させ る 制服 姿 に も 、 特に 
難問 を も た な いよ うだ 。 そ し て 、 その 場 
所 の 、 あま り に 不 自然 な 風景 に も 。 し ば 

らく は ミカ と ヒ 加計 還 証 間 間 首 
メ 才 ミ サク ラ の | 


か い わ 


会 話 が : DD 宛 く 。 


と 朋 の な か に 立ち つ 自 
5 
幻想 的 な 姿 だ 。 了 


閣 演 : み の 見 え く 洛 汗 : 閣 明か り Mi 


や は り お 内 理 川 を さか の ぼる こ と で 、 


い か い 


生還 地肌 人 は と が で きた 。 ク 人 


速く に 見 える 街 明 か り が 現実 の も の と 
と か 違う こと に 、 首 を 傾げ つつ 進む 。 


- 閉 昌 か り の 道 を 抜け る と っ 内 いく くら 者 へ 
PF プ の 道 へ で 
る 。 この 異変 に は チ サ ト が すぐ 気付 く の 
和 まあ ト の 話 を 聞い た ら 左 へ と 引 き 返 
。 画面 が 切 り 替 わ れ ば 、 スタ 人 は 社 の 

前 の 道 に 定 ど り 


着い て いる 。 こ 
し ょ う に 
こ か ら が 勝負 だ 。 
に 205 が < チサト の この セリ 
5 かっ フ が で る まで 進め ば 


MWL さあ 戻 ろ う 。 


ム 料 し げ な 鳥居 が 自 の 前 に 。 入 つて みよ う 。 


奥 
= 
し Io EN  k  【 引 。 | 
前 の 10 の 前 

社 回 会 
開 ロ 
け 
ら 2 


Ne Ne 
面 づ トー で 時 


法師 の 社 の な か ゃ 楽 路 の の に な っ て 
いる 。 馬 琶 を 弾き 続け る 法師 に 会 うに は 、 
奥 に ある フス マ を 、 続け て 10 回 開け な け 
れ ば な ら な い 。 手前 の も 開く が 、 こち ら 


は 何 回 開け て も 法師 に は 会 \ え ない ぞ 。 
うま く 法 師 に 会 っ た ら 、 下 の チ ャ ー ト の 

と お り に 

これ で 水辺 へ と 行 


話し か けれ ば 心 を 開い て くれ る 。 
MA う AS の 84 


NM で sw で er 


ママ ーー 


チサト : あの ・*・ 
あお な た の 弾い て る 曲 
野 稼 り の た め の 腸 で すか ・・・2 
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の 


率 SJOA 


ふく ろう う の 森 : 道 案内 


水 師 の 詳し を 得 た 2 人 は 、 いい くろ う の 
森 を 抜け 、 いよ いよ ミカ の いる 湖畔 へ と 
移動 する こ と に だ な る 。 ヒメ ガミ クラ と 
の 対決 は すぐ を こ まで 迫 日 ら で い る ! 


湖 昨 : 流 され た 和信 形 


湖畔 の 道 を 進む と 、 ユカ リ が 水辺 に 浮 
か ぶ ボロ ボロ の 人 形 を 見 つけ る 。 この 人 
形 こそ 、 女の子 の 衝 れ を 払う た め に 川 へ 
流さ れ た 「 雛 代 」。 触る と ゲー A ム ボー パー 
に な る の で 、 さ っ さ と 素 : 通り あく 
つ 浮 ぅ さ 見 > ペ に 
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は OH 束 と 9 放 0t9 
PIEESEGEuinlcAW 


チサト : そう だ ね ・ 和 を 
だ けり ど 、 あ まり 大 入 れ し な いで 
守 の 子 た ちの 想い ・・ 


みた し た ち に は な くさ の 


ム こ こ は チ サト の 曹 うこ と を 聞い て お こう 。 
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壮 S 提 剖 


SHRT7ー い 


第 5 の 噂 雛 代 の 杜 


湖畔 の 祉 : 真 央 


湖 剛 を と ん ご ん 差 み 、 半 届 で 委 か けた 


社 と 同じ 社 を 見 つけ れ ば こ の シナ リオ も 
いよ いよ 大 詰 6 の 。 ヒメ ガミ サク ラ の 手 か 
ら 、 ミ カ を 連れ 戻す た め の 説得 が 始ま る 。 
まず 最初 に し な が く て は な ら な い の が 、 社 


の な か の ノー ト を 読む こ あと は チ サ 
ト の 言葉 を 信じ て チャ ー ト ど お り に 選択 
肢 を 決め て いけ ば 、 哀れ な ヒメ ガミ ルン 
フ の 霊 と の 戦い は 終わ る 。 


・ ス クミ リク の 99u 肖 いみ の っ て ぐる 
ミカ 教 出 最 竹 チャート 
- わか っ た 、 信じ て みる よ 「 
、 ミ か その 子 や ぽい よー 
時 SH 
" ボ どっ ち を 取る の 、 ミ カ | 


内 S 世 
隊商 王 


_ の NOI 射 討 財 用 
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机 に 書か れ て いた 何気ない メッ セー ジ 。 本 
それ は 誰 と も 接する こ の 0 く ド 哀しい 運 
命 の まま に = 死ぬ し か な か っ た ヒメ ガミ 寺 


Wo それ に 応え た 
カ は 雛 代 の 杜 で 何 を 知る の か ? 


大 吉 エ ソン ディ ンク 


自分 の 娘 に つい た 生れ を 取 り 払う た め 


な が 


女 の 身 代わ り を 「 雛 」 に 託し 、 川 へ と 流 


A お ん と か 「 ご こち 


名 流し 」。 は る か な 音 か ら 「 凶 と な ら 」 に 戻 つ て こら れ だ 3 人 。 
る べく 生ま れ て くる 人 人 た ちがい た 。 自分 | 計っ 
の た めで な く 、 人 の 機 れ を 背負 い 死ん で _ 中 寺 エン ディ ング 


いか な けれ ば な ら な い 寂 し さ 、 悲 し さ 。 2 . ム の エン ディ ング を 分 ける の は 、 
ひと いち ば いあ か つ 


そん な 由 い が 人 一 恒明 る い ミ カ を 呼び 寄 最後 の ミカ 説得 の 場面 最後 選択肢 


い ゝ 


せ た の か 。 そし て 自分 の 側 慢 さ に 気づい 「 作 令 だ よ ! も どっ て お いで ! 」 を 選ん で 


か な 


た ヒメ ガミ サク ラ は 、 空 に 帰っ て いて 。 し まう と 中 吉 に な っ て し まう 。 嘉 し い ヒメ 
ガミ サク ラ と の 別れ も 、 中 途 半 敵 電 な 感じ 


よ べ と ラ ト 

な が いい 後 | で 終わ っ て し ま 

が め め 言 に い 、 許 開 が 残る 。 

すら ん 貢 メ 

2 > この 選択 収 いか ムル rosa 
NM いり ひ サ 還 で ゲー ム の 結末 は 大 半生 
90 2 きく 次 化し て し まう 。 2 


較 エ ン テ ィ ン ケ 
ひな しろ 3 めん 9 い 


- 閉 代 の 衝 に ゃ っ て きた ら 、 看 便 人 、 物 
動 し て ミ カ を 見 捨て て 帰っ て し まう 。 こ 
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タタ ラ を ( 間 覆 的 に ) 条 殺し た 張本人 の 
サエ キ と の 会 庄 。 話 が 途中 で 切れ る と 大 
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ん や め な い ! 」 を 選べ ば 、 タ タラ は 消 
える 。 あ と は 中 庭 に 出 て 、 体育 館 ば き を 
探し て あげ れ ば いい 。 
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れ は 「 伸 間 」 だ っ た 。 自分 に ウ ソ を つき 、 7 
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べ て が 終わ っ た いま 、 き A の は や っ と 


あか 


明る い 場 所 へ と 帰っ だ の だ 、 と 信じ 
が 


さ S 


(r( ら と QRSS / 翌 避 
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震 計 薄 出 培 は (Tr ざめ 
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【u と 23 
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ぶ 詳 更 息 類 (TONAUO 付 


さき 


ム 最 後に 撮っ つた 写真 に は 乱れ 飛 避 魂 (や ) が 。 


ム 自分 の 行 謝 が 商 


ろう じ 


違っ て いた こと に 気づい だ 老人 は …… 
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中 吉 エ ン テ ィ ン ワ 


3 人 人 そろ っ て 計 で の 区 を 商い た あ 
と 』 部 屋 に 入ら ず に 逃げ て し まい 、 水路 


だ っ し ゅ 2 


か ら 脱 軸 す る と 中 吉 エ 4 ング だ 。 か 


じょう けん げん て い い が い 


な り 朱 伯 が 限定 され る の で ぐ 、 意 外 と 見 る 


の は 難し い 。 名 時 兵 の 話 が 和 財 か りな 


エン ディ ン 有 人 7 
待っ CUN る 8 

> 確か に こん な と こ 

サッ サ と 出 だ い の は 
わか る が ……。 
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し っ ぱい 


説得 に 失敗 し た 場合 や 、 ジア 3L り 上 ト 
が 来る 前 に 水路 か ら 腕 出 し て し まっ た 場 


あい きょう 


合 は 凶 エ ン デ ィ ング が 待っ て いる 。 も ちら 


せい げん じ か ん な い だ っ 


ろ ん 制限 時 間 内 に 脱出 で き な く て も 結果 
は 同じ 。 また ミカ と は ぐれ た まま 脱出 し 


さい あく けっ か 


て も 最悪 の 結果 
が 待っ て いる 。 
4 みん な で 脱出 で き 
な いと だ いて い は 凶 
に な る 。 


衣 PoRRRERHRBESS 


9 - 衣 誠人 か 2 た で 7 て で や 
前 > 赤み っ すり リス ミ 
交 い 、 ま っ 3 て エイ 2 サレ 


2 ・ Sr) 

MT me、 

を に 
ニー ーーC プ : 


「 あな た が ど NE 
それ は 自分 自身 で 選ぶ こと で す 」 


の が 


2 お 


は じ ま り の 噌 で 呼び し た お か っ ぱ の シン し e 渡り 遂 暮 


い 情 $ き < 
ー 0 の ca か pm し まわ に 
結果 、 霊 界 と 現 界 を つなぐ 門 が 開い て し の あて る 
まう 。 こ の シナ リオ の 目的 は 、 学校 中 に 軸 ズ gi 析 
は び こ る 軍 を 元 の 選 場 所 に 帰し て あげ る を は の な 
こと 。 最終 的 に どこ cn サナ 3 
か が 問題 に な っ て くる 。 と に か くそ こ うな の 上 


じゅ う れい げん し ょ う 


中 で 回 現象 が 起こ る の で 、 0 3 
で も 見 よう と する と 、 フラ イト レベ ル が で 人 し と 6 
目 | ミ 
商 まう て ショ さも ーr pea 思 幽 ? し 
て ち 意 3 
あ 「 胃 
手 ま り 昌 763 
る ら る 
et 


A ム マップ は 広 Re し か も 四 次 元 的 に つなが っ て る カ ら 始 未 が 如 い 。 特に 
新 校 千 3、4F の 渡り 通路 は 、 邊 ず 旧 校 舎 1 F へ 出る こと を 覚え よう 。 
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デー+ 下 詞 


第 の 噂 オカ ルト ・ ミ ステ リー・ ツ ア 


美 病室 : 人 如 喚 


ほう じん 


半生 で は 上 を 李 き 、 ミ カ が 箇 い 
て きた と いう 手まり 歌 で 召喚 を 行う 。 こ 
の 手まり 歌 に は 重要 な ヒン ト が ある の で 、 


歌詞 ET フッ ーー 


- 米 り ) 遂 路 を 通っ て 旧 拉 答 へ 向かう 7 が 、 
扉 が 閉まっ て いる 。 ここ で 意地 を 張っ て 
帰っ て し まう と 凶 エ ン ディ ング に な る 。 
ミカ に まかせ て 4 ーー 


_ 渡 り 光 路 屋 よ : 少 


則 の 講 も 量 補 は 閉まっ て いる が 、 あ 
き ら め て 帰ろ う と する と 少女 の 回 が 現れ 
(の 扉 を 開け て くれ る 。 


ム こ の と き が シャ ッ マ ター チャ ンス で も ある 。 


戦利 品 ( 写 真 ) じ 渡り 通路 屋上 


訓 
5: 
ia 
ベ 宇 
の エビ つ 


エー 只 腔 剖 


職 
脚 募 漆 
0 
本 NN 只 講 
了 
TIN 机 較 〇 瀬 
時 
本 愉 只 訪 痢 
開 
Mr 
本 叫 記 名 
計 
TOQO 噌 党 還 
上 
闘 圭 華 CO 叫 刻 
了 
TIN 叫 深 還 


_ 昌 校舎 3F 孝 室 : 由 


3 F の 服 ト で 教室 か ら 光 が 滑れ て いる 
の を 見 た ら 、 な か に 入ろう 。 そ の 光 こ そ 
ユカ リ た ち が 開 いて し まっ た 霊界 の ゲー 
ト だ 。 教室 を 逃げ 出す と 、 次 は わら べ 歌 
が 聞こ えて くる 。 こ の 李 意 事 人 ほ を 収拾 す 
る た め 、 アラ マタ に 電話 を か け に いく 。 


コカ リ ち ゃ /Z 寺 。 
この 光 、 な が すこ ご こく よ く な い ・・ 


あの 子 と 、 な の 関係 6 ない 
見 ちゃ いけ な いも の だ よ ・・・ 草 


A チ サト が 近づき た こく な こく な る ほど の 霊気 だ 。 


戦利 品 (写真 ) じ 旧 校 査 コ F 教 室 


戦利 品 ( 生 録 )> と わらべ 歌 


PPT ポル 


ター ー ガ イス ト の 音 を 録音 で きる が 、 麗 怖 
度 も 上 昇 する 。 無理 し て 入る こ と は な い 。 


戦利 品 ( 生 録 ) じ 廃 教室 の 物音 


上 
MK 
才 


AEESDESEDRGCERGECSKOESEOSKRC2Ss 


ー 則 権 舎 1F 澤 中: 中 合 


旧 校 樹 か ら 新 校舎 舎 へ 向かう の に 、 1 F 
階 自 脇 の 通 路 を 使 お う と する ユカ リ た ち 。 
だ が そこ に は 水泳 部 員 の 幽霊 が 待っ て い 
た 。 浦 れ た 足音 が 聞こ えて か ら ら 振り 向く 
と 幽霊 が 見 られ る 。 こ の 段階 で 怖 度 が 


高い と ショ ッ ク 死 する の で 注 恋せよ 。 
.* ッ を ル 3 


ママ 


で * 


esNOSd サ すさ ポ ー 
さい ぺ ざ ′。 の の (Tr) の 


購 尾 S 題 明 浸 生 き 圧 で 


ン ご ママ 


に 


回 - う --・ う し ろ ・・・? 
M 当 : 逃げ る よ ! 


4 死に だ こ な け れ ば 、 振り 返る な | 


戦利 品 (写真 )> じ ブー ル の 怪 光 


上 ト 
千 7 ミ 
1 | カ 
F ル Le 
8 8 
j れ 

の 
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ー\! dd 豆 隊 O は 咽 


OKOAOOOOXOR2R 人 AXESRXSDGERSEASX お SDKPDROCRCG2SZ2RKO7ROKYORCORCKORZKCOKCRCSEEORSCKKOROSOKSESERYCSCGKHCIORORCSZOK2XAOACKA2 


主 移 室 の 


プー ル を 抜け た ユカ リ は 、 一 人 は ぐれ 
て 生物 室 に 。 そ こ で 、 普 段 自分 が 表 に 出 


さ な い 、 も う 一 人 の 自分 と 対 財 す る 。 
絶 $ れ い 
し て た 邊 * 
て 感 % 分 # 
レコ ユ 情 \ で 
ま カ を 知 
0 9 
? は 目 ぁ て 
その い 
の 前 ま て 
場 * で 殺 
に 言 ぃ > レ 
気 * わ て 
_ 渡り 斉 路 3F: 床 
生物 室 で 倒れ て いる と 、 二 和 時 
が 助け て くれ る 。 都合 の いい こ と に ここ 


で 鍵 束 も 手 に 入る ぞ 。 その 鍵 で 旧 校 舎 
F の 渡り : 通路 を 抜け る と 、 な ぜ か 新 校舎 
の 3F へ 。 こ れ も 怪 現象 の うち な の だ 。 


4 渡り 通路 で は まだ し て も が 妥 の 辻 と 遂 


= 
旧 リ 
校 生 の 
守 物 蘭 識 分 
1 5 上 
と 
会 
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計 Hb(T 罰 ・ 了 7 寺 由 


第 明 の 噂 オカ ルト ・ ミ ステ リー・ ツ アー 


本 _ 新 j 机 舎 3 窓 の : 外 ー 
新 桜 全 F を 左側 の 階 段 目指 し て 歩く 
と 、 2 つの 植 現象 に 疾 遇 する 。 1 つ は 慈 


の 外 を 浮遊 する 幽 填 。 こ の 幽霊 に は プー 


ル 部 員 と 同じ く 麗 頂 度 チ ェ ッ ク が ある の 
だ い 声 は 我慢 


で 気 を つ ( ナ よ の その 先 の 笑 
し て 通り 抜 ( 『 サ る し か が な がい ぞ 。 


ぐ ご な ご 


こう 


NN /dONYO 油 00Y 


の dl 功 ヤン 
騰 爾 (TV せろ で ナ ユ 


4 笠 現 象 が 収まる まで 、 ひ だ すら 耐え よう 。 


戦利 品 (写真 ) じ 新 校 査 窓 
戦利 品 ( 生 録 ) じ 廊下 の 笑い 声 


らら 
通 
路 
2 
F 


叶 机 (T 開 G 種 ほ 
TIQO 只 刻 壮 
農 隊 (T7 は ーー ご え 


半 導 室 : で 者 6 

科 答 3『 守 の 脂 彼 に 送 訂 づ く と 、 突如 

書道 室 の 扉 が 開く 。 な か に 出現 する 亡霊 
に は 絶対 カメ ラ を 向け な いこ と 。 こ こ で 


亡霊 の 話 を 最後 まで 聞か な いと 、 大 吉 エ 
レン ンー 。 ング に 行 ( す な が く な る ぞ 。 


ム う か つ に 写真 を 撮る と 彼 は 消え て し まう 。 


戦利 品 (写真 ) じ じ 書道 室 
の 書 の 
1 閣 話 
還 室 を 
CE 間 
遭 く 
骨 
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の cro 
あぁ の 少女 の 霊 を も う 一 度目 軸 ます る ご yo 
な る 。 記 怖 度 が 策 い と 死に 宇 る 場合 も あ 
る が 、 こ 第 に 会 っ て いる と 漠 後 の 名 
き が 楽に な る 。 死ん で し まっ て は 意味 が 


な い が 、 危険 

を 冒 し て で で も 

会 っ て お こ う 。 

AN < 今度 は 天井 か ら 
1 めか り め は コン ー チ / )G づ が 。 


分 わか っ ら た か ら 
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芸 が 細か いな o 


と ん か い じ け 6 し ょ うか ん じゅ う と な 


ズ 暫 の 事件 の 発端 で ぁ る 由 欠 術 を 符 っ 


た 美術 審 。 こ こ に も 旧 校 査 3F で 見 た 光 
球 が 出現 し て いる 。 こ の 場所 は 芝 怖 度 が 


上 が る の 来 な く 3 よい 。 


き き s う ふ ど あ に 
ム う か つ に 来 て も 元 央 度 が 上 が る だ け だ 。 
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mr 時 半 
ば あい よう 
で きる が 、 そ の 場合 は 凶 エ ン デ ィング が 


で ん わ 


待っ て いる 。 こ こ は ア ラマ タ に 電話 し て 


手 ま り 歌 の 謎 に つい て 間 て ea 衝 っ 


ガ 
5 で し 
だ 


虹 O!GHON9HODy ヤ 


ン YSy 


W 0k 


へ ぺ . 
^B ル レノ 
で vvrx 


だ の 


で 
に 


LT NG 


融 叶 2 明 


に の 


と 9 
の eu0(dC 面 人 
韻 

MINI⑦ は 本! 


- 位 ぐ ? て 3> 


7 て う 32 
ま 殆 。 小 で て で 


Me RE 
0 MRSA の RI 


陸生 


TIN 一 國 稀 
ト 


io 2 の ルト ニス リソー クノ 


アラ マタ に 、 手 まり 歌 の 放 を 義 い て い 
る 途中 で 電 は 切れ て し まう 。 こ こ か ら 
先 ( は 。 邊 当 た ち で て 謎 を 解 か な く て は な ら 


れい 


霊 に 会 っ て いる ! は ず 。 その 場合 、 下 の 
チャ ー ト で 天涯 を 自 指 し て 進ん で も ら え 


は 完璧 だ 。 ど ちら も 見 て いな い 場 合 は 残 
念 な が ら 大 吉 に 語 だ を り 着 け な い 。 


さい の だ 。 寺 電 電話 を か ( ける 時 点 で 、 書道 id お 山 人 RW 
の 世 霊 と 、 天井 か ら こち ら を 見 て る 少女 96230 イツ < 


が 


(散ら きき IOA 


に あめ の 子 も ** を 

それ か ら こ の 校 人 に 出ろ 他 の 人 も 
みん な ど こ か へ 行き た いけ ど 

ei へ も 節 ) か いっ て 感 ・・・ マ 


。 の ひき 人 り 叫 ST の 9 
7 ナ V ベ は は ナ よ は 四 / 人 Y 。 
の ンジ QCG て CTM せ 


庄 SN NG 
4 屋 ご れ 、 階段 の こと じゃ な いや 違う つか - 
5 織 の 生き こる 子 0 そう だ よ 仙 
多 全 」 な の が な 霊 が の ぼっ て くる … や っ ぱり 美術 室 だ よ ! 
る 2 論 3 「 2 0 
EE 位 計 お か っ ぱ の の 
SM St そう だ よ 紛 玄関 の こと 倫 、 
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| 能 ” 小さ い 子 だ ね 「 1 裏山 じゃ な い ? 但 


美術 室 だ よ 、 や っ ぱり 全 


ocxospPP 
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ア ま EH 

新 ジジ り の 
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せ か い めい せい じゃ せ か い 


、 克 才 の 電算 か ら 上 た 年 者 の 世 夫 。 決し 


か い か いま み 


Cc 戻る と と の 許さ れ な い 世 界 を 垣間見 た 


上 に まき 、 死者 た ち は どう 思う だ ろう 。 現世 


に 死者 を 招い て し まっ た の な ら 、 キ チン 
と 責任 を 取る 。 それ が シナ リオ の 鍵 だ 。 


大 吉 エ ン デ ィング 


チサト は 、 学校 に 出没 有する 幽霊 た ち に 


きょう つう て ん 


共通 点 が ある こ どこ 気付 いて いた 。 そ う 、 


し ゅ う げ ん 


彼ら は みな 出口 の な い 場 所 に 出現 し て い 


せ か い と びら 


た の だ 。 死者 の 世界 の 扉 を 開い て し まっ 
た ユカ リ た ち が し な けれ ば な ら な い の は 、 
校舎 の な か を さま よう 霊 た ち ち が 帰 れる よ 


KS ベス 2 


うに 出口 を 作っ て あげ る こ と 。 その 場所 


いか いい ゝ 


と は 、 も は や 霊界 に 限り な く 近 つい た 、 


で い ゆめ 


学校 その も の の 出入 り 口 、 す な わ ち 婦 間 


トー 
すぐ で ぐい Y(r 


Mn くき ok 0% 
(T ざ 9 。 ひ 人 人 ハ ざ 
SS こさ ここ 


で 当 誕 選 由 豆 9 
帯 皿 敵 較 は 強み 0 
は JC で は (JNN0 昌 刻 


Cs 


(Sn RE 


^ 学 校生 PR 


ふ ム み ん な が みん な 
自分 の ーー アーン 


RESMSESMCGfESETTS3 


NORSKESEHIETEOTRSSSN pi ss 記 MSAEIESESS9 


ー も キス か いせ き _ ぁ 93 


則 後 の 手まり 表 解 析 で 中 溝 エン ディ ン 


ウ うじ め や 


グ の 選択 肢 を 選ん で し まっ た り 、 書道 室 
と 渡り 通路 の 霊 に 会 っ て いな いと 中 吉 エ 

ン デ ィング に し か な ら な い 。 結局 封印 は 

失敗 し 、 雑 城 高校 は 超 有 名 な 心霊 スポ ッ 

ト 聖 納 隊 て C し ま 

う の だ ! 

> と に カ ぐ 聞く べき 

こと は し レ つ か り 聞 い 

ド の さ 。 


全 徐 に 行く 湊 り 通 店 で 診 引 に 帰っ た 場 


ふう いん 


含 と 、 最後 の 封 凶 の 場所 を 美術 室 に し た 


あい きょう 


場合 に 図 エン ディ ング に な る ぞ 。 また 人 


RSE 


ae WT 


中 で : 訴 帆 度 が 限界 に 達し 、 ショ ッ ク 死 し 


て し まっ て も 事件 は な ん の 解決 に も な ら 
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